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System Consultant Wave  

4 月 12 日（金）夢中の動き 

「この観音さまはノミがつくってくれた。自分は何も覚

えていない」というのは、版画家、棟方志功さんの言葉で

ある。私はたまたまこの棟方さんが観音さまを彫っておら

れる姿をテレビで拝見し、その仕事に魂というかすべてを

つぎ込んでおられる姿に深く心を打たれた。一つ一つの体

の動きが意識したものでなく、まさに“夢中の動き”とで

もいうか、そんな印象を受けたのである。その姿から、人

間が体を動かしてする作業というものの大切さをつくづ

くと感じさせられた。 

機械化に懸命な今日だからこそ、魂の入った作業という

ものの大切さを、お互いに再認識する必要があるのではな

いだろうか。 

 

4 月 13 日（土）使命観を持つ 

人間は、ときに迷ったり、おそれたり、心配したりとい

う弱い心を一面に持っている。だから、事を成すに当たっ

て、ただ何となくやるというのでは、そういう弱い心が働

いて、力強い行動が生まれてきにくい。けれども、そこに

一つの使命を見出し、使命観を持って事に当たっていけば、

そうした弱い心の持ち主といえども、非常に力強いものが

生じてくる。 

だから指導者は、つねに事に当たって、何のためにこれ

をするのかという使命観を持たねばならない。そしてそれ

をみずから持つとともに、人びとに訴えていくことが大事

である。そこに“千万人といえども我ゆかん”の力強い姿

が生まれるのである。 

 

4 月 14 日（日）運命を生かすために 

 サラリーマンの人びとが、それぞれの会社に入られた動

機には、いろいろあると思う。中には何となく入社したと

いう人もあるかもしれない。しかしいったん就職し、その

会社の一員となったならば、これは“ただ何となく”では

すまされない。入社したことが、いわば運命であり縁であ

るとしても、今度はその上に立ってみずから志を立て、自

主的にその運命を生かしていかなくてはならないと思う。 

そのためにはやはり、たとえ会社から与えられた仕事で

あっても、進んで創意工夫をこらし、みずからそこに興味

を見出してゆき、ついには夢みるほどに仕事に惚れるとい

う心境になることが大切だと思う。 

 

4 月 15 日（月）知識は道具、知恵は人 

 知識と知恵。いかにも同じもののように考えられるかも

しれない。けれどもよく考えてみると、この二つは別のも

のではないかという気がする。 

つまり、知識というのはある物事について知っていると

いうことであるが、知恵というのは何が正しいかを知ると

いうか、いわゆる是非を判断するものではないかと思う。

言いかえれば、かりに知識を道具にたとえるならば、知恵

はそれを使う人そのものだと言えよう。お互い、知識を高

めると同時に、それを活用する知恵をより一層磨き、高め

てゆきたい。そうしてはじめて、真に快適な共同生活を営

む道も開けてくるのではないかと思うのである。 

 

4月16日（火）ガラス張り経営 

私はいわば“ガラス張り経営”とでもいうか、経営なり

仕事のありのままの姿を社員に知ってもらうという方針

でやってきた。それによって全員が経営しているのだとい

う意識がごく自然に生まれ、自分の自主的な責任において

仕事をしていくという好ましい気風がでてきたように思

う。また人もおのずと育つということにもなった。 

 そういうことを考えてみると、やはり従業員に対しては

その時どきの方針はもちろん、経営の実態についても、で

きるだけ秘密を少なくして、いいことにせよ、悪いことに

せよ、いろいろ知らせるようにしてゆくことが望ましいし、

大切なことだと思う。 

 

4月17日（水）文明の利器は人類の共有財産 

 私は、人類の生み出したさまざまな利器は、それが誰に

よって発明され、どこの国で開発されたものであっても、

原則としては人類全体で分け持つべきであり、正しく生か

し合うべきだと考えている。つまりそれらは人類の共有財

産なのであって、その価値を国境を越え、人種を越え、あ

るいは時代を越えて分かち合おうと願うのは、これは人間

として当然持つべき心情であり、社会的態度だと思う。 

 衆知を生かし合い、協力して共同生活を高めていくとこ

ろに、人間本来のすぐれた特性がある。そのことをお互い

に自覚実践することなくして、自他ともの繁栄、平和、幸

福は求められないであろう。 

 

4 月 18 日（木）人をひきつける魅力を持つ 

 指導者にとって、きわめて望ましいことは、人をひきつ

ける魅力を持つということだと思う。指導者に「この人の

ためには……」と感じさせるような魅力があれば、期せず

して人が集まり、またその下で懸命に働くということにも

なろう。 

 もっともそうは言っても、そうした魅力的な人柄という

ものはある程度先天的な面もあって、だれもが身につける

ことはむずかしいかもしれない。しかし、人情の機微に通

じるとか、人を大事にするとかいったことも、努力次第で

一つの魅力ともなろう。いずれにしても指導者は“ひきつ

ける魅力”の大切さを知り、そういうものを養い高めてい

くことが望ましいと思う。 

 


